
クラブ代表者並びに 

水泳指導者  各位 

 

日本スイミングクラブ協会関東支部 

会 長  三宅  泉 

指 導 力 向 上 委 員 会 

委 員 長  大津 雅人 
 

 

水泳施設運営管理講習会 

（公認水泳上級教師の専門科目履修のための講習会）の開催について 
――――― プロの水泳指導者には、プロの水泳指導資格が重要 ――――― 

 
 

拝啓 時下ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚

くお礼申し上げます。 

 さて、公認水泳教師資格制度に基づいて、「水泳施設運営管理講習会（公認水泳上級教師

の専門科目履修のための講習会）」を別紙の内容にて開催いたしますのでご案内を申し上げ

ます。 

 公認水泳教師資格制度では、「公認水泳教師」と「公認上級水泳教師」の二種類の資格が

あり、（公財）日本体育協会と（公財）日本水泳連盟と（一社）日本スイミングクラブ協会

の三者が合同で認定する資格です。 

資格を取得するためには「共通科目」と「専門科目」を履修することにより、資格を取

得することができます。そして、「共通科目」の講習会は、（公財）日本体育協会が主催者

となって開催をいたしております。また、「専門科目」の講習会は、（公財）日本水泳連盟

と（一社）日本スイミングクラブ協会が主催者となって開催いたしております。 

受講者は、指定された複数の対象別講習会を受講し、全ての試験に合格することによっ

て「専門科目」を修了することができます。合わせて、（公財）日本体育協会が実施いたし

ます「共通科目」の講習会を受講し試験に合格することによって、「公認水泳教師資格」を

取得することができます。 

なお、この講習会は公認水泳上級教師の専門科目を履修するための講習会ですので、す

でに水泳教師資格を取得された方に、是非受講していただきたいと思います。 

つきましては、水泳指導のプロ資格である「公認水泳上級教師資格」を取得していただ

きたく、重ねてご案内を申し上げます。                    敬具 

 

 

  
  

 

 

 

  

 



公認水泳上級教師資格の専門科目履修のための対象別講習会の開催について 

『水泳施設運営管理講習会』要項 
 

１､公認水泳上級教師資格の専門科目履修のための対象別講習会とは： 

（公財）日本体育協会公認水泳上級教師資格を取得するための専門科目（合

計：６４時間）に該当する科目を、次の対象別講習会に振り分けて履修する

ものです。 

・ベビースイミングインストラクター講習会修了 

・高齢者水泳インストラクター講習会修了 

・妊婦水泳インストラクター講習会修了 

・水泳施設運営管理講習会修了 

なお、上記の講習会すべてを受講修了し試験に合格すると同時に、（公財）

日本体育協会が実施する共通科目（合計：４０時間）を受講修了し試験に合

格することにより、公認水泳上級教師資格を取得することができます。 

２､水泳施設運営管理講習会修了とは： 

水泳施設管理運営の知識を有し、水泳施設運営管理ができるものです。 

３､主   催：公益財団法人日本水泳連盟・一般社団法人日本スイミングクラブ協会 

４､主   管：一般社団法人日本スイミングクラブ協会指導力向上委員会 

５､管   轄：日本スイミングクラブ協会関東支部指導力向上委員会 

６､期   日：平成２９年８月１７日（木） 

７､会   場：サギヌマスイミングクラブ宮前平 

        神奈川県川崎市宮前区土橋７－２２－１ ＴＥＬ：０４４－８７７－２９４２ 

８､受 講 資 格：満２０歳以上の健康な方で、上級水泳教師資格の取得を目指す方 

９､定   員：２０名 

10､講   師：公益財団法人日本水泳連盟と一般社団法人日本スイミングクラブ協会が認めた講師 

11､参 加 費 用：受講料（9,720 円）、テキスト代（5,400 円）、検定料（3,240 円）、合計 18,360 円 

（すでにテキスト〔5,400 円〕をご購入済みの方は、受講料と検定料をお振込み下さい。） 

12､申 込 方 法：別紙申込書に必要事項を記入の上、振込金明細書のコピーを添えて、下記宛てお送り下

さい。 

13､申 込 先：〒364-0005 埼玉県北本市本宿 1-1 スウィン北本スイミングスクール内   

        日本スイミングクラブ協会関東支部 指導力向上委員会 宛 

14､振 込 先：①銀行名：三菱東京ＵＦＪ銀行 神保町支店 

         ②口座番号：（普通）０５６２０３５          

        ③口座名：日本スイミングクラブ協会 関東支部         

15､申込締切日：平成２９年８月２日（水）（但し、定員になり次第締め切ります。） 

16､申 込 確 認：申込並びに振込の確認は､「受講証」の発行をもって連絡をいたします。 

17､そ の 他：①１クラブ２名以上の申込の場合は､申込書をコピーしてご使用下さい。 

        ②講習会当日は､筆記用具・水着・水泳帽子・タオルをご用意下さい。 

        ③お問合せは担当：坂本（℡03（6869）4435）まで、ご連絡下さい。 

 

 

 

 



18､講習会プログラム： 

           ８月１７日（木） 
時  間 講 習 内 容 

８：３０ 

     ～８：４５ 
受       付 

８：４５ 

  ～９：００ 
開   講   式 

９：００ 

    ～１０：００ 
（基礎理論）水泳施設論 （通信講習１時間） 

１０：００ 

    ～１１：００ 
（基礎理論）ＳＣの経営管理と委託業務 （通信講習１時間） 

１１：００ 

    ～１２：００ 
（基礎理論）水泳場施設管理と衛生管理 （通信講習１時間） 

１２：００ 

 ～１３：００ 

（実技指導実習）水泳評価 （通信講習１時間） 

(※この時間内に、下記の実技検定試験を行います。) 

１３：００ 

    ～１４：００ 
休       憩 

１４：００ 

   ～１５：００ 
（基礎理論）スイミングクラブの運営 （通信講習１時間） 

１５：００ 

    ～１６：００ 
（基礎理論）各種講習会の計画と運営 （通信講習１時間） 

１６：００ 

    ～１７：００ 
（基礎理論）障害者水泳の計画と運営 （通信講習１時間） 

１７：００ 

    ～１８：００ 
（基礎理論）その他水泳の計画と運営 （通信講習１時間） 

１８：００ 

   ～１９：００ 
基礎理論の試験 

１９：００ 

   ～１９：１０ 
閉   講   式 

 

※この中央講習の他に、講習科目の８科目に対して通信講習が義務づけられています。 

 それは、レポートの提出となります。通信講習１時間は、４００字～５００字のレポート提出になり

ます。なお、レポートの提出は、中央講習会終了後 1ヶ月以内となります。 

 

※ 実技検定試験は、次の内容で実技指導実習中に行います。 

(この実技検定試験は、『水泳評価』の科目を免除されている方も受けなければなりません。) 

種   目 内     容 

１００ｍ個人メドレー 
・特に制限タイムを設けず、泳形を重視する。 

・泳法違反は、不合格とする。 

各泳法のスタート･ターン 

 技術の判定を行う。次の場合は不合格とする。 

・競泳競技規則に違反している場合。 

・違反とまでは行かないが、競技者として不適とみなされた場合。 

（クイックターンは、講習を通じて一応の基準に達していること。） 

立泳ぎ 

試験は３分間行い、次の場合は不合格とする。 

・耳たぶが水没した場合。 

・手を使用した場合。 

・著しく安定を欠いた場合や移動した場合。 

 



受講番号 
 

 

 

水泳施設運営管理者講習会受講申込書（2017.8.実施） 

 

指導者登録番号 
 

 
指導歴    年  月間（    時間） 

フリガナ  性別 生  年  月  日 

受講者氏名  
男 

女 
１９  年  月  日生（  歳） 

自宅住所 

〒 

 

                （℡     （     ）      ）  

所属クラブ 

（学校）名 

 

 

所属クラブ 

（学校）住所 

〒 

 

                （℡     （     ）      ）  

代表者 

（学校長）名 

 

（一社）日本スイミングクラブ協会の指導者登録をしている方は、必ず指導登録番号を記入して下さい。 

 

下記の講習会の中ですでに修了している講習会があれば、数字に○印を付けて下さい。 

１．水泳基本講習会修了          ６．ベビースイミングインストラクター講習会修了 

２．学童水泳インストラクター講習会修了  ７．高齢者水泳インストラクター講習会修了 

３．成人水泳インストラクター講習会修了  ８．妊婦水泳インストラクター講習会修了 

４．競技水泳インストラクター講習会修了  ９．幼児水泳インストラクター講習会修了 

５．水泳安全管理講習会修了          

 

 

下記に資格の中で持っている資格がある場合は、数字に○印を付けて下さい。 

１．（公財）日本水泳連盟認定基礎水泳指導員資格 

２．（公財）日本体育協会・（公財）日本水泳連盟認定公認水泳指導員資格 

３．（公財）日本体育協会・（公財）日本水泳連盟認定公認水泳コーチ資格 

４．（一社）日本スイミングクラブ協会認定水泳Ｃ級インストラクター資格 

 ５．（一社）日本スイミングクラブ協会認定水泳Ｂ級インストラクター資格 

 ６．（一社）日本スイミングクラブ協会認定水泳Ａ級インストラクター資格 

 ７．（一社）日本スイミングクラブ協会認定水泳安全法資格 

 ８．日本赤十字社の水上安全法資格 

９．公認水泳教師資格 

 

☆諸費用の振込明細書のコピーを必ず添付して下さい。            

（一社）日本スイミングクラブ協会の指導者登録をしている方は、必ず指導登録番号 

を記入して下さい。 

☆顔写真１枚（２,５×３,０㎝）を添付して下さい。 

 

 

 

 

写  真 

 

３ヶ月以内

に撮影した

もの 


